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編

集

後

記

▼
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
式
に
出
席
。
全
国
の
広
報

パ
ー
ソ
ン
た
ち
と
再
会
し
、
広

報
談
義
を
交
わ
し
て
き
た
。
み

ん
な
熱
い
ハ
ー
ト
の
持
ち
主
、

話
は
尽
き
な
い
。
そ
こ
で
あ
ら

た
め
て
気
付
い
た
。「
ど
れ
だ

け
時
間
が
た
っ
て
も
大
切
な
も

の
は
変
わ
ら
な
い
」。
担
当
に

戻
っ
た
時
の
決
意
を
忘
れ
な
い

で
い
た
い
。（
及
川
）

▼
今
号
の
特
集
の
中
総
体
。
各

学
校
が
優
勝
を
目
指
し
て
、
必

死
に
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
。

息
子
を
持
つ
母
と
し
て
は
、
目

標
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
に
で

き
る
環
境
は
顧
問
の
先
生
は
じ

め
、
コ
ー
チ
や
保
護
者
の
皆
さ

ん
の
支
え
が
あ
る
か
ら
こ
そ
。

子
ど
も
た
ち
に
は
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。（
千
葉
）

▼
地
域
行
事
や
部
活
動
、
普
段

の
生
活
で
も
、
い
つ
も
誰
か
が

誰
か
を
支
え
て
い
る
。
目
に
は

見
え
な
い
、
認
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
で
は
な
い
、
縁
の
下
の
力

持
ち
が
必
ず
い
る
。
広
報
紙
も

皆
さ
ん
の
支
え
が
あ
っ
て
こ

そ
。
い
つ
で
も
大
事
な
の
は
感

謝
を
忘
れ
な
い
こ
と
。
い
つ
か

自
分
も
支
え
る
側
へ
。（
伊
藤
）

Profi le

　「常に緊張感を持ってしゃべりました。想定外
のことが起きても、落ち着いて声を出すことを心
掛けました」とほほ笑む伊藤さんと佐々木さん。
２人は、第64回春季東北地区高等学校野球大会、
同県大会で場内アナウンスを担当し、県高野連関
係者だけではなく、「聞きやすい」など、来場者
からも高い評価を得ている。
　場内アナウンスは、試合でベンチ入りしないマ
ネージャーが担当する。普段の会話と違い、アク
セント、イントネーションや間の取り方など、技
術が必要。練習試合などでもアナウンスし、言い
間違いや早口になるなど、反省点は少なくなかっ
た２人。「１人だったら、続けられませんでした」
と佐々木さん。２人は、その日のうちに反省点を

振り返り、次の試合には修正をしていた。
　2016年、2人は佐沼高野球部に入部し、憧れ
のマネージャーに。しかし、ノック時のボール渡し、
道具の準備や整理、草取りなどの環境整備、多岐
にわたるマネージャーの仕事に初めは戸惑いを隠
せなかった。慣れない仕事も２人で考え、励まし
合い、笑顔でこなしていった。昨年の夏大会ベス
ト８、秋のベスト16入りは、2人の陰での支え
がなければなかったかもしれない。
　「選手が勝つためのサポートをしていきたい」と
伊藤さん。２人の目標は、選手を勝利に導くこと。
目の前の出来事に一喜一憂せず、緊張感を持って
部員を支えている。選手だけじゃない。野球に関
わる人たち全ての熱い夏が今年も始まっている―。


